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河川事業関係
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筑後川直轄河川改修事業

■久留米市街部改修（久留米市）

○筑後川久留米市街部区間には、堤防の高さ及び断面が不足する区間があり、堤防決壊によって氾濫が発生した場合、
地域社会に与える影響は甚大。

○当面の整備目標である昭和５７年７月規模の洪水に対して堤防の高さ及び断面が不足する区間の築堤を行い、一連区
間の治水安全度の向上を図る。

おおと

大杜地区
きたの

北野地区

せのした

瀬下地区

あいかわ

合川地区

きづか

木塚地区

たかの

高野地区

凡例

H26迄

H27以降

久留米駅

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

ちくご

←筑後川

平成24年7月出水時の筑後川（宮の陣橋を望む）

平成27年度
事業内容：築堤 等

平成27年度
事業内容：築堤 等

平成27年度
事業内容：築堤 等

河川－１

標準断面図（瀬下地区）

く る め

矢部川・沖端川河川激甚災害対策特別緊急事業
や べ が わ おきのはたがわ やながわし ちくごし やめし

■矢部川・沖端川河川激甚災害対策特別緊急事業（柳川市・みやま市・筑後市・八女市）

○矢部川水系矢部川及び沖端川では、平成２４年７月１４日の梅雨前線豪雨により観測史上最高の水位を記録する洪水
が発生。矢部川及び沖端川の堤防が３箇所決壊し、1,808戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生。

○平成２４年７月１４日の洪水による災害に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業により、堤防質的
強化等を集中的に実施し、浸水被害の軽減を図る。

①矢部川 堤防の決壊状況（右岸7.3k付近）
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6k

沖端川事業区間（福岡県） L=8.8km

①

②

みやま市

ちくいごし

筑後市

やながわし

柳川市

やめし

八女市

おきのはたがわ

←沖端川

■漏水対策など、堤防の質的強化により堤防の安全性 を向
上させ、堤防決壊等のリスクを軽減（矢部川）

河道掘削

築堤

▽HWL

：浸水範囲
：堤防決壊
：漏水箇所

凡例

②沖端川 堤防の決壊状況（左岸12.2k付近）

平成27年度 事業内容
（直 轄）堤防質的強化等
（福岡県）河道掘削、築堤、堰改築、橋梁改築等

河川－２

■河道掘削、築堤等及び横断工作物の改築により、流下能
力を確保し、家屋の浸水被害を軽減（沖端川）

（直轄）

（福岡県）
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松浦川総合水系環境整備事業（河口部地区）
まつ うら がわ

か こう ぶ

■河口部地区水辺整備事業（唐津市）
○松浦川の河口部地区は唐津市に位置し、唐津城や虹の松原等の独特の景観を有し

ていることから地域住民や観光客にも広く親しまれているが、川沿いに家屋等が
建ち並び川沿いの通路がない箇所があるなど、河川利用上の利便性、安全性が低
いことが課題となっている。

○唐津市が「かわまちづくり支援制度」に申請し、平成27年3月に登録されたこと
などを踏まえ、国土交通省において河川利用上の安全性を高めるための管理用通
路、護岸等の整備を実施します。

福岡県

大分県

熊本県

宮崎県

佐
賀
県

長崎県

鹿児島県

事業箇所

既設護岸の位置

整備イメージ（断面図） 【整備内容】
・管理用通路
・護岸 など

唐津城
唐
津
湾

平成27年度の事業内容
実施内容：測量、設計

唐津市
街地

事業箇所

整備済箇所
（松浦川河川緑地）

完了

平成２７年度実施

次年度以降

河川－３

筑後川直轄河川改修事業

ちくごがわ おおかわし さがし

■筑後川水系高潮対策（緊急対策特定区間整備）（福岡県大川市、佐賀県佐賀市）

○筑後川下流の高潮区間には佐賀市等の主要都市が位置し、かつ低平地であることから氾濫時における浸水は広範囲に

および、過去より幾度となく高潮被害を受けている。

○当面の目標である昭和６０年８月の台風１３号規模の高潮に対して堤防の高さが不足する区間の築堤を行い、一連区
間の治水安全度の向上を図る。

昭和６０年高潮被害【早津江地区】

昭和６０年台風１３号による高潮被害の状況 昭和６０年台風１３号による高潮被害の状況

佐賀県 福岡県

おおだくま

大詫間地区

いぬいどう

犬井道地区

はやつえ

早津江地区

おおのしま

大野島地区

だいかく

大角地区

しんでん こぼ

新田（小保）地区

もろどみ

諸富地区

筑後川高潮区間
左右岸11k000

ち
く
ご

筑
後
川→

は
や
つ
え

早
津
江
川→

平成27年度
しんでん こぼ

○新田（小保）地区
事業内容：築堤 等

はやつえ

○早津江地区
事業内容：築堤 等

おおだくま

○大詫間地区
事業内容：築堤、樋管 等

いぬいどう

○犬井道地区
事業内容：用地取得 等

河川－４

昭和６０年高潮被害【新田（小保）地区】

凡 例
：H26まで
：H27以降
：他事業区間

標準断面図【新田（小保）地区】

6000

▽H.H.W.L5.02（5.08）

▽H.W.L3.99（4.06）

～～
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白川・黒川河川激甚災害対策特別緊急事業
しらかわ くろかわ くまもとし あそし

■白川・黒川河川激甚災害対策特別緊急事業（熊本市、阿蘇市）

○白川水系白川及び黒川では、平成２４年７月１２日の梅雨前線豪雨により観測史上最高の水位を記録する洪水が発生
し、白川及び黒川において、堤防からの越水等により、2,983戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生。

○平成２４年７月１２日の洪水による災害に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業により築堤および
河道掘削等を集中的に実施し、浸水被害の軽減を図る。

白川事業区間※１ 白川事業区間※２

立野ダム

小
磧
橋

み
ら
い
大
橋

明
午
橋

くまもと

熊本市

きくよう

菊陽町

おおづ

大津町

あそ

阿蘇市

黒川事業区間※２

： 浸水範囲

①

②

③

④

※１ 実施主体：九州地方整備局
※２ 実施主体：熊本県

14k

15k
16k

17k

（国）白川事業区間

①

②

②

③

③

①

子飼地区の溢水状況
（白川右岸13.8k付近）

宇留毛地区の浸水状況
（白川右岸16.1k付近）

渡鹿地区の溢水状況
（白川左岸16.6k付近）

①

龍田地区の浸水状況
（白川21.0k付近）

③

内牧地区ｌの浸水状況（黒川12.0k付近）

平成27年度 事業内容
（直 轄）用地補償、築堤、樋管、橋梁改築等
（熊本県）河道掘削、輪中堤、遊水池等

白川事業区間（左岸）（直轄）L=1.6km

白川事業区間（右岸）（直轄）L=3.5km

河川－５

築堤 築堤

河道掘削

▽HWL

事業実施による被害解消
○河道掘削、築堤及び横断工作物の改築などにより流下
能力を確保し、家屋浸水被害を軽減

○なお、別途実施中の立野ダム建設事業により家屋浸水
被害を解消

有田川事業区間（大分県）L=7.1km

ひた

日田市

●花月観測所

花月
(基準点)

花月川・有田川河川激甚災害対策特別緊急事業
かげつがわ ありたがわ ひたし

■花月川・有田川河川激甚災害対策特別緊急事業（日田市）

○筑後川水系花月川及び有田川では、平成２４年７月３日の洪水において、２箇所で堤防が決壊したほか、堤防から越
水し、835戸の家屋が浸水するなど甚大な被害が発生。

○平成２４年７月３日の洪水による災害に対し、平成２４年度より河川激甚災害対策特別緊急事業により築堤および河
道掘削、横断工作物の改築等を集中的に実施し、浸水被害の軽減を図る。

×

平成27年度 事業内容
（直 轄）築堤、河道掘削、堰改築、橋梁改築等
（大分県）河道掘削、堰改築、橋梁改築等

ありたがわ

←有田川

河川－６

・河道掘削、築堤及び横断工作物の改築に
より、流下能力を確保し、家屋浸水被害を
軽減

事業実施による被害解消

築堤

河道掘削 築堤

▽H.W.L
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山国川床上浸水対策特別緊急事業【直轄】
やまくにがわ なかつし

■山国川床上浸水対策特別緊急事業（中津市）

○平成24年7月3日及び14日の梅雨前線豪雨により観測史上最高の水位を記録する洪水が発生し、堤防未整備区間からの

溢水により、7月3日の洪水において336戸、7月14日の洪水においては344戸の家屋が浸水する甚大な被害が発生。

○平成２５年度より床上浸水対策特別緊急事業として築堤、河道掘削等及び横断工作物の改築等を行い、家屋の床上浸
水被害の解消を図る。

平成27年度事業内容

用地補償、築堤、河道掘削

橋梁改築、樋管等

青地区

曽木地区

上曽木地区
樋田地区

蕨野
地区

冠石野
地区

多志田地区

中川原地区

平田地区

戸原地区

小友田地区

柿坂地区

15k
16k

17k

18k

19k

20k

21k

22k

23k 24k

25k

栃木地区7月3日出水時 15k500 耶馬渓橋

平常時 7月14日出水時

19k800 多志田地区

平常時 7月14日出水時

21k800左岸 平田地区

河川－７

事業実施による被害解消

河道掘削及び横断工作物の改築により、流下
能力を確保し、家屋の床上浸水被害を解消。

▽ＨＷＬ

河道掘削 河道掘削

護岸

築堤

大淀川直轄河川改修事業
や え が わ

■支川八重川改修（宮崎市）

○大淀川支川八重川は宮崎市街部に位置し、空港・大学・病院等が隣接。

○八重川と津屋原沼の合流点は、宮崎市街部で唯一の無堤区間であり、津波・高潮が発生すると大きな浸水被害の恐れ
があるため、堤防や樋管等を整備。

平成２７年度の事業内容
事業内容：築堤 等

宮崎津波浸水想定（H25.2.13発表、最大クラス）

宮崎空港

宮崎港

津谷原沼

日向灘

宮崎空港

築堤整備

標 準 断 面 図

築堤

河川－８
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川内川直轄河川改修事業
せ ん だ い が わ

■川内川改修（薩摩川内市）
○川内川流域の下流部に位置する薩摩川内市は、昭和４０年代の洪水により甚大な被害を受け、過去から薩摩川内市の土地

区画整理事業と一体となった引堤等を実施。
○平成２３年度より大小路地区の引堤に着手し、市の都市計画道路「中郷・五代線」との連携・調整を図りつつ堤防を整備し、

薩摩川内市街部の治水安全度の向上を図る。

平成２７年度の事業内容
事業内容：築堤、市道付替 等

都市計画道路
中郷五代線

現在の堤防 新しい堤防

現市道

大小路地区イメージ断面図

河川－９

本明川ダム建設事業

■事業概要
○場 所 長崎県諫早市（本明川水系本明川）

○目 的 ・洪水調節（本明川の洪水被害軽減）
・流水の正常な機能の維持

○諸 元 堤高；約55.5ｍ 総貯水容量；約6,200千m3

○経 緯 平成2年度 実施計画調査着手
平成6年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、本明川ダム下流域
の治水安全度の向上を図る。また、下流河川の環
境を維持するための水量を確保し渇水被害の軽
減を図る。

◆洪水被害と渇水被害の軽減を図るダム

平成２年７月
洪水

本明川

長 崎 県

本明川ダム

佐 賀 県

位置図

完成イメージ写真

■平成２７年度
用地調査、本体関連の調査・測量・設計 等

基礎地盤 EL.約96.0m

最低水位 EL.約117.0m

平常時最高貯水位 EL.約133.5m

洪水時最高水位 EL.約148.0m

堆砂容量 400,000m3

利水容量 2,000,000m3

洪水調節容量 3,800,000m3

流水の正常な機能の維持 2,000,000m3

有効貯水容量
5,800,000m3

総貯水容量
6,200,000m3

諸元

いさはやし

河川－１０
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■事業概要
○場 所 （右岸）熊本県阿蘇郡南阿蘇村

（左岸） 〃 菊池郡大津町（白川水系白川）

○目 的 洪水調節（白川の洪水被害軽減）

○諸 元 堤高；約90m 総貯水容量；約10,100千m3

○経 緯 昭和54年度 実施計画調査着手
昭和58年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、立野ダム下流域の治
水安全度の向上を図る。

◆洪水被害軽減を図る洪水調節専用のダム

■平成２７年度
転流工、工事用道路工事 等

あそぐんみなみあそむら

きくちぐんおおづまち

平成２年７月
洪水

昭和５５年８月
洪水

阿蘇長陽大橋 共用
済み

八 代 海

球磨川

立野ダム

白川

緑川

熊 本 県

立野ダム建設事業

完成イメージ写真

白川

転流工

位置図

転流工とは、ダム本体工事を行うために、一時的に川の
流れを切り替える工事です。

平成２７年度に実施する工事

河川－１１

■平成２７年度
本体工事、付替道路工事 等

■事業概要
○場 所 大分県大分市（大分川水系七瀬川）

○目 的 ・ 洪水調節（大分川、七瀬川の洪水被害軽減）
・ 流水の正常な機能の維持
・ 水道用水の供給

○諸 元 堤高；約92m 総貯水容量；約24,000千m3

○経 緯 昭和53年度 実施計画調査着手
昭和62年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、大分川ダム下流域の
治水安全度の向上を図る。また、下流河川の環境を維持する
ための水量の確保、水道用水の安定した供給を図り、渇水被
害の軽減を図る。

◆洪水被害軽減と安定した水道用水の供給を図るダム

ななせがわ

大分川ダム建設事業

七瀬川

位置図

大野川

大 分 県
別 府
湾

大分川

番匠川

大分川ダム

河川－１２

完成イメージ 本体工事現況写真（H27年2月時点）

七瀬川

選択取水設備

大分川ダム

本体工事

平成２７年度に実施する工事箇所
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鶴田ダム再開発事業

■事業概要
○場 所 鹿児島県薩摩郡さつま町（川内川水系川内川）

○目 的 洪水調節（川内川の洪水被害軽減）

○諸 元 洪水調節機能の増強（堤体放流設備の増設）

○経 緯 平成19年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節機能の増強を行い、鶴田ダム下流
域の治水安全度の向上を図る。

◆既存施設の機能向上を行っているダム

位置図

事業効果

川内川

鶴田ダム

河川－１３

■平成２７年度
放流管設置工事 等

完成イメージ

平成２７年度に実施する工事箇所

増設放流設備
付替発電管

増設減勢工
既設減勢工改造

再開発工事現況写真（H27年3月時点）

火砕流発生状況（平成５年）

土石流による被害状況（平成５年）

■雲仙・普賢岳直轄火山砂防事業（島原市・南島原市）
○平成２年１１月に１９８年ぶりに噴火活動を再開し、噴火に伴う火砕流や土石流の被害により流域が荒廃し、被害が発生。
○現在も山腹には大量の土砂が不安定な状態で堆積しており、近年ほぼ毎年のように土石流が発生。
○水無川において、下流域の人家等、保全対象への土石流被害を防ぐことを目的として、砂防堰堤改築等を実施。
○また、山頂付近には「溶岩ドーム」と呼ばれる巨大な岩塊群が存在し、その変位が継続しており崩壊の危険性があるため、崩

壊した際に想定される土石流の対策として砂防堰堤改築を実施。

み な み し ま ば ら し

河川－１４雲仙・普賢岳直轄火山砂防事業
し ま ば ら し

う ん ぜ ん ふ げ ん だ け

国道５７号

国道２５１号

溶岩ドーム

赤松谷川
水無川

おしが谷

国道２５１号（島原深江道路）

平成２７年度
実施内容：砂防堰堤改築等

あ か ま つ た に が わ

み ず な し が わ

南島原市

島原市
し ま ば ら し

み な み し ま ば ら し
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■桜島直轄火山砂防事業（鹿児島市）
○桜島は、活発な噴火活動が依然継続しており、多量の降灰が断続的に供給され、降雨時に土石流が頻発。
○土石流による被害を防止するため遊砂地工等の砂防設備を整備中。
○土石流が頻発している２渓流については、砂防設備の除石を実施。

河川－１５桜島直轄火山砂防事業
さ く ら じ ま

か ご し ま し

野尻川

黒神川

北岳

南岳

昭和火口

警戒区域（半径２ｋｍ）

の じ り が わ

く ろ か み が わ

平成２７年度砂防設備整備箇所

平成２７年度除石等実施箇所

除石状況（野尻川）

国道２２４号

平成２７年度
実施内容：遊砂地工、渓流保全工等

長谷川
は せ が わ

長谷川

■宮崎海岸直轄海岸保全施設整備事業（宮崎市）
○宮崎海岸は約５０年間で平均約６５ｍ（最大９４ｍ）の砂浜が侵食され、一ツ葉有料道路目前まで浜崖が迫っており、越波

被害や重要幹線道路の流失など、地域経済への影響は甚大となるおそれがある。
○侵食の進行による越波被害や重要幹線道路の流失等の侵食被害を防止するため、関係機関と連携し、海岸保全施設の

整備を実施。

河川－１６宮崎海岸直轄海岸保全施設整備事業

かつての広大な砂浜が消失

平成２０年昭和６０年

フェニックスリゾート

レストハウス

一ツ葉有料道路

宮崎港

レストハウス
レストハウス

一
ツ
瀬
川

石
崎
川

石崎川河川区域

養浜

整備延長 L=6,856m（石崎川河川区域を除く）

突堤

住吉ＩＣ

※養浜：海岸に人工的に砂を
投入し、砂浜を養うこと。

完了

平成２７年度実施

次年度以降

突堤
とってい

養浜※
ようひん

み や ざ き し

平成２７年度
実施内容：突堤、養浜等

一ツ葉ＰＡ

シーガイアＩＣ

一
ツ
葉
有
料
道
路

ひとつば
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道路事業関係
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南九州西回り自動車道 国道３号 阿久根川内道路
あ く ね せんだい

■鹿児島県阿久根市鶴川内～同県薩摩川内市水引町（延長２２．４ｋｍ）

平成２７年度新規 測量に着手。

か ご しま あ く ね つ る が わ う ち さ つ ま せんだい み ず ひ き ちょう

測量

あ く ね きた

阿久根北ＩＣ

至 鹿児島市

至 八代市

（
自
）
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
鶴
川
内

か
ご
し
ま

あ

く

ね

つ
る
が
わ
う
ち

あ く ね

阿久根ＩＣ

にしめ

西目ＩＣ

ゆ だ にし かた

湯田西方ＩＣ

さつませんだいみずひき

薩摩川内水引ＩＣ さつませんだいたかえ

薩摩川内高江ＩＣ

阿久根川内道路 延長２２．４ｋｍ
あ く ね せんだい

（
至
）
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
水
引
町

か
ご
し
ま

さ

つ
ま

せ
ん
だ
い

み
ず
ひ
き
ち
ょ
う

おおかわ

大川ＩＣ

事業の概要

・全体事業費：約１，０５０億円

・平成２７年度事業費
：1．０億円（当初）

※未開通のＩＣ名は仮称

いずみ

出水市

あ く ね

阿久根市

さつませんだい

薩摩川内市

道路－１
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港湾・空港事業関係
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北九州港（新門司地区）複合一貫輸送ターミナル整備事業（水深10m等）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 完成自動車等の輸送量増大及び船舶大型化に対応し、物流の効率化と輸送コストの削減を図るとともに、大規模地震発生時に

おいても、新門司地区に就航する長距離フェリーの国内海上輸送機能の維持のため整備を行います。

○期 間 ： 昭和４８年度事業着手、平成３０年代後半完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 航路、泊地の整備を実施します。

き た き ゅ う し ゅ う こ う し ん も じ

新門司地区

岸壁(-10m) 完成

泊地(-10m)

航路(-10m)

岸壁(-7.5m)(改良)(耐震) 完成

凡例
整備箇所

北九州港

港空－ １

博多港（アイランドシティ地区・須崎ふ頭地区）整備事業（水深15m等）
は か た こ う

■ 事 業 概 要
【博多港アイランドシティ地区国際海上コンテナターミナル整備事業（水深15m）】

○目 的 ： 海外トランシップの回避・ダイレクト輸送化等による物流効率化と国際競争力の強化を図るため、コンテナ船の大型化およびコンテナ
貨物の需要の増大に対応したコンテナターミナルの整備を行います。

○期 間 ： 平成１８年度事業着手、平成３０年代前半完成予定
◆平成２７年度の事業内容 ： 航路・泊地の整備を実施します。

【博多港須崎ふ頭地区国際物流ターミナル整備事業（水深12m）】

○目 的 ： 岸壁を改良することにより老朽化による利用制限（荷役及び通行）を解消。
航路・泊地を増深、拡幅することで穀物運搬船の大型化に対応し、輸送コストの削減を図るため整備を行います。

○期 間 ： 平成１５年度事業着手、平成２７年度完成予定
◆平成２７年度の事業内容 ： 航路の整備を実施します。

アイランドシティ地区

岸壁(-15m)(耐震) 完成

航路・泊地(-15m)

須崎ふ頭地区

航路(-12m)

岸壁(-12m)(改良) 完成

博多港

凡例
整備箇所

凡例
整備箇所

港空－２
す ざ き ふ と う
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関門航路開発保全航路整備事業（水深14m）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 大型船舶の輸送効率化、通航船舶の安全性向上に資するため、航路の増深、拡幅整備を行います。

○期 間 ： 平成３年度事業着手、平成４６年度完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 航路の整備及び航路保全のため深浅測量を実施します。

か ん も ん こ う ろ

北九州市

下関市

関 門 航 路 関門航路

凡例
整備箇所

港空－ ３

中央水道地区

南東水道地区

早鞆瀬戸地区

大瀬戸～六連地区

六連島東側地区六連島西側地区

唐津港（東港地区）複合一貫輸送ターミナル改良事業（耐震）（水深9m）

■ 事 業 概 要
○目 的 ： 施設の老朽化対策にあわせ国内貨物の輸送効率化、大型旅客船等の寄港対応及び大規模地震対策としての耐震強化を図るため

整備を行います。

○期 間 ： 平成１９年度事業着手、平成２７年度部分完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 岸壁の整備を実施します。

か ら つ こ う ひ が し こ う

岸壁(-9m)(改良)(耐震)

東港地区

凡例
整備箇所

唐津港

港空－ ４
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長崎港（小ヶ倉柳地区）ターミナル再編事業（水深12m等）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： 施設の老朽化対策、狭隘なヤードに起因する岸壁機能制約の解消及び大規模地震対策としての耐震強化を図るため整備を行います。

○期 間 ： 平成１９年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 岸壁の整備を実施します。

な が さ き こ う こ が く ら や な ぎ

岸壁(-12m)(改良)

岸壁(-10m) 完成
＜補助事業＞

岸壁(-7.5m)(改良)(耐震)
＜補助事業＞

小ヶ倉柳地区

長崎港

港空－ ５

凡例
整備箇所

厳原港（厳原地区）離島ターミナル整備事業（水深5.5m等）

■ 事 業 概 要
○目 的 ： フェリー等乗降客の安全性・利便性向上、荷役の効率化及び大規模地震対応としての耐震強化に加え、既存係留施設の老朽化に

対応したターミナルの整備を行います。

○期 間 ： 平成１５年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 岸壁の整備を実施します。

い ず は ら こ う い ず は ら

厳原地区
岸壁(-5.5m)(改良)

凡例
整備箇所

厳原港

港空－ ６

岸壁(-7.5m) 完成

岸壁(-7.5m)(耐震) 完成
＜補助事業＞
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八代港（外港地区）国際物流ターミナル改良事業（水深14m）

■ 事 業 概 要
○目 的 ： 九州中央に位置する穀物飼料原料の取扱いタ－ミナルとして、船舶の大型化による輸送コストの削減を図るため、

既存タ－ミナルの改良を行います。

○期 間 ： 平成１９年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 航路の整備を実施します。

や つ し ろ こ う が い こ う

岸壁(-14m)(改良) 完成

航路(-14m)

外港地区

凡例
整備箇所八代港

港空－ ７

泊地(-14m) 完成

大分港（西大分地区）複合一貫輸送ターミナル改良事業（水深7.5m）

■ 事 業 概 要
○目 的 ： 長距離フェリー航行の安全を確保し、合わせて岸壁の耐震強化により大規模地震時の海上からの緊急物資輸送機能を

確保するため整備を行います。

○期 間 ： 平成２４年度事業着手、平成２０年代後半完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 岸壁、泊地、防波堤の整備を実施します。

お お い た こ う に し お お い た

大分港

西大分地区 防波堤(北)

岸壁(-7.5m)(改良)(耐震)

泊地(-7.5m)

凡例
整備箇所

港空－ ８
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細島港（外港地区）防波堤整備事業

■ 事 業 概 要
○目 的 ： 港内の静穏度を確保し、荒天時における荷役作業の効率化、船舶の安全性の確保及び津波浸水被害の低減を図るため

整備を行います。

○期 間 ： 平成１０年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 防波堤の整備を実施します。

ほ そ じ ま こ う が い こ う

外港地区

防波堤(南沖)

細島港

凡例
整備箇所

港空－ ９

志布志港（新若浜地区）国際物流ターミナル整備事業（水深14m）

■ 事 業 概 要

○目 的 ： コンテナ貨物の輸送効率化、船舶の大型化、港内の静穏度の確保に対応するため整備を行います。

○期 間 ： 平成７年度事業着手、平成３０年代前半完成予定

◆平成２７年度の事業内容 ： 防波堤の整備を実施します。

し ぶ し こ う し ん わ か は ま

防波堤(沖)

新若浜地区

若浜地区

港空－１０

志布志港

凡例
整備箇所

岸壁(-14m) 完成
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海洋環境整備事業

○目 的 ： 瀬戸内海及び有明・八代海において、船舶航行の安全確保と海域環境の保全を図るため、海洋環境整備船による

浮遊ゴミ回収を実施します。

○期 間 ： (瀬戸内海)昭和49年度事業着手、(有明・八代海)平成15年度事業着手、事業継続中。

◆平成２７年度の事業内容 ： 引き続き、海洋環境整備船による浮遊ゴミ回収を実施します。

■ 事 業 概 要

「がんりゅう」（瀬戸内海）による
浮遊ゴミ（萱・草）の回収

瀬戸内海

有明・八代海

「海輝（かいき）」（有明・八代海）による流木の回収管轄区域

回収ゴミの揚陸 回収した流木浮遊ゴミ（萱・草）

港空－１１

下関港海岸 直轄海岸保全施設整備事業

■ 事 業 概 要

し も の せ き こ う か い が ん

撮影：平成２２年７月

凡例
整備箇所

平成１６年 台風１８号
被災状況

平成１１年 台風１８号
被災状況

港空－１２

下関港海岸

長府・壇ノ浦地区

山陽地区

○目 的 ：平成１１年の台風１８号で発生した高潮により、背後地域が甚大な浸水被害を受けたこと等から、長府・壇ノ浦地区、山陽地区において、高

潮対策として既設の護岸（改良）や水門設置等の整備を行います。なお、長府・壇ノ浦地区では、直背後に位置する国道の道路事業と連携

して整備を行います。

○期 間 ： 平成２０年度事業着手、平成２０年代後半完成予定

◆平成２７年度の事業内容

・ 海岸保全施設（護岸（改良）等）の整備を実施します。
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大分港海岸の事業化に向けた調査

■ 調 査 概 要

大分港には、我が国の経済・産業を支える基幹産業等が集積し、更にその背後には県都大分市の市街地が広がり、住宅地等が密集しています。

その一方、護岸の老朽化等により防護機能が脆弱化しており、台風時には高潮・高波による越波等が度々発生しています。

そのため、大分港背後地を効率的・効果的に防護するための海岸事業の事業化に向けた調査を実施します。

（ 調査費 ０．５０億円）

お お い た こ う か い が ん
港空－１３

大分港海岸

護岸の老朽化状況

指宿港海岸 直轄海岸保全施設整備事業

■ 事 業 概 要

○目 的 ：砂浜の著しい侵食および既設護岸の老朽化により、台風時の高波・高潮に伴う背後地域の浸水被害や背後道路の陥没等が発生している

ことから、背後地域の防護のため、侵食対策として離岸堤（改良）、養浜等の整備を行います。

○期 間 ： 平成２６年度事業着手、平成３０年代後半完成予定

◆平成２７年度の事業内容

・ 海岸保全施設（離岸堤（改良）等）の整備を実施します。

い ぶ す き こ う か い が ん
港空－１４

指宿港海岸

湯の浜地区

薩
摩
半
島

大
隅
半
島

鹿
児
島
湾

（錦
江
湾
）

指宿港海岸凡例
整備箇所
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福岡空港整備事業

■滑走路増設事業（新規着手） 事業概要
○目的 ： 慢性的に発生しているピーク時の航空機混雑を抜本的に解消するため。
○期間 ： 約10年（用地買収、埋蔵文化財調査等の期間を含む。）
◆平成２７年度の事業内容 ： 調査・設計

■国内線ターミナル地域再編整備等の事業概要
○国内線ターミナル地域再編整備（エプロン前面誘導路の二重化等）として、構内道路の改良や

エプロンの拡幅等を実施します。
○航空機の安全運航を維持するため、老朽化した誘導路の舗装を更新改良します。
○大規模地震による被災時に空港に求められる機能を果たすため、滑走路の耐震化を実施します。
○洪水による空港への浸水を防ぐため、調節池を整備します。
○東側管理地区の空港保安対策の強化を図るため、場周柵を移設します。

滑走路南端部付近の混雑状況

福岡空港

▲

到着機

▼： 誘導路で待機中の
出発機

▼
▼

▼
▼

▼

国内線ターミナル地域再編整備
（エプロン前面誘導路の二重化）

港空－１５

北九州空港整備事業

■北九州空港整備事業の概要

○貨物運航機材の大型化や長尺の特殊貨物などの取扱いに対応するため、エプロンを新設します。

○航空機のオーバーランなどの際にも人命を守り、機体の損傷を最小限とする「滑走路端安全区域」の整備のために
必要な調査を実施します。

北九州空港

滑走路

エプロン

エプロン新設

誘導路

駐車場

滑走路端安全区域

港空－１６

H27.3より就航している大型貨物機（B747-8F）
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都市・住宅事業関係

21



都市公園事業（海の中道海浜公園）

■北部九州の広域的レクリエーション需要に対応した整備

○本公園は、北部九州の広域的レクリエーション需要に対応するために整備を進めている国営公園。
○現在まで約２９４haが供用中。
○引き続き、子供の広場の整備や森の池の整備等を行うことで、レクリエーション需要への対応の充実や環境
学習の場の提供を図る。

子どもの広場の整備ライフライン等の更新

水遊び広場の再整備

森の池の園路整備

【事業内容】
○平成27年度 （継続）
○完成予定 （平成40年代前半）
○平成27年度事業費 （１，７８０百万円）
○実施内容

子供の広場の整備、水遊び広場の再整備、森の
池の園路整備、ライフライン等の更新

都住－１

都市公園事業（国営吉野ヶ里歴史公園）

古代の森の整備

■我が国固有の優れた文化的資産の保存及び活用

○本公園は、吉野ヶ里遺跡の保存及び活用を図るために設置された国営公園。
○周辺には、国営公園と一体となって歴史公園としての機能充実を図るため県立公園の整備が進められてい

る。（現在まで国営公園が約５１ha、県立公園が約３１ha供用中）
○引き続き、古代の森の整備を行うことで、弥生時代の雰囲気や生活感を実感できる場の提供を図る。

【事業内容】
○平成27年度 （事業完了）
○平成27年度事業費 （６３９百万円）
○実施内容
古代の森の整備

都住－２
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官庁営繕事業関係

23



福岡第２地方合同庁舎長寿命化改修事業

■ 事 業 概 要

○目 的 外壁，庇，屋上防水，排水設備等を一体的に改修することにより，庁舎構造体の長寿命化を図るもので
ある。

○規 模 等 平成２７年度事業着手 平成２８年度完成 全体事業費 ３億円
○場 所 福岡県福岡市博多区
○建物規模 ＳＲＣ－１０－１ １８，５４８㎡

◆平成２７年度の事業内容 【平成２７年度事業費 １億円】 庁舎改修工事

福岡第２合同庁舎入居する官署
九州地方整備局
公正取引委員会事務総局九州事務所
九州厚生局
九州防衛局

営繕－１

小倉地方合同庁舎整備事業

■ 事 業 概 要

○目 的 現小倉地方合同庁舎の老朽・狭隘を解消し，総合的な耐震性能を確保することにより，災害時にも機能を
発揮するとともに，市内に点在する庁舎を集約により，国有財産の有効活用を図ることを目的として整備
するものである。

○規 模 等 平成２７年度事業着手 平成３０年度完成 全体事業費 ２１億円
○場 所 福岡県北九州市小倉北区
○建物規模 ＳＲＣ－８ ６，５３６㎡

◆平成２７年度の事業内容 【平成２７年度事業費 ４０百万円】 庁舎の設計及び文化財調査・敷地調査

建設予定地

現庁舎

入居する官署
福岡財務支局小倉出張所
福岡法務局北九州支局
保護観察所北九州支部
福岡入局管理局北九州出張所
九州厚生局麻薬取締部小倉分室
北九州地域センター消費・安全グループ

営繕－２
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唐津港湾合同庁舎整備事業

■ 事 業 概 要

○目 的 唐津海上保安部が入居する現唐津港湾合同庁舎及び唐津労働基準監督署は老朽が著しく、耐震性能が不足
していること，また，唐津港湾事務所が民間ビルを借用していることから，老朽，民間ビル借用を解消す
るとともに総合的な耐震性能を確保し，大規模災害時に防災拠点としての役割を果たす庁舎を整備するも
のである。

○規 模 等 平成２７年度事業着手 平成２９年度完成 全体事業費 １２億円
○場 所 佐賀県唐津市
○建物規模 ＲＣ－３ ３，８９７㎡

◆平成２７年度の事業内容 【平成２７年度事業費 ０．２億円】 敷地調査及び設計

唐津港

入居する官署
唐津海上保安部
伊万里税関支署唐津出張所
佐賀運輸支局唐津庁舎
福岡検疫所唐津出張所
唐津労働基準監督署
唐津港湾事務所

現唐津港湾合同庁舎

JR西唐津駅

建設予定地

唐津労働基準監督署

建設予定地

現唐津港湾合同庁舎

唐津港湾事務所

営繕－３

鹿児島港湾合同庁舎整備事業

■ 事 業 概 要

○目 的 鹿児島海上保安部が入居する現鹿児島港湾合同庁舎の老朽を解消するとともに総合的な耐震性能を確保し，
大規模災害時に防災拠点としての役割を果たす庁舎を整備するものである。

○規 模 等 平成２７年度事業着手 平成３０年度完成 全体事業費 ２０億円
○場 所 鹿児島県鹿児島市
○建物規模 ＲＣ－８ ５，２７９㎡

◆平成２７年度の事業内容 【平成２７年度事業費 ３０百万円】 敷地調査及び設計

桜島フェリーターミナル

入居する官署
鹿児島海上保安部
鹿児島行政評価事務所
福岡入国管理局鹿児島出張所
福岡検疫所鹿児島支所
門司植物防疫所 鹿児島支所
鹿児島運輸支局本庁舎
鹿児島営繕事務所

現唐津港湾合同庁舎

JR西唐津駅

建設予定地

唐津港湾事務所

建設予定地

鹿児島市役所

鹿児島市役所

鹿児島駅

建設予定地

現 鹿児島港湾合同庁舎

桜島フェリーターミナル

営繕－４
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